
 

 

 関  原  発  第 387 号 

 2 0 1 9 年 1 2 月 2 日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

住  所 大阪市北区中之島３丁目６番１６号 

申請者名 関 西 電 力 株 式 会 社 

          取締役社長   岩 根  茂 樹 

 

 

 

 

平成３１年２月８日付け関原発第５０８号をもちまして申請（２０１９年１１

月１４日付け関原発第３５２号で一部補正）いたしました大飯発電所の発電用原

子炉設置変更許可申請書（３号及び４号発電用原子炉施設の変更）を下記のとお

り一部補正いたします。 

 

 

記 

 

 

大飯発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書（３号及び４号発電用原子炉施

設の変更）を別添のとおり一部補正する。

代 表 者 

の 氏 名  



 

 

 

 

別  添 

 

「 五 、 工 事 計 画 」の一部補正 

別 紙 ２ （ 本   文 ）の一部補正 

別 紙 ３ （ 工 事 計 画 ）の一部補正 

添 付 書 類 目 次の一部補正 

添 付 書 類 三の一部補正 

添 付 書 類 四の一部補正 

添 付 書 類 五の一部補正 

添 付 書 類 八の一部補正 

添 付 書 類 十の一部補正 

 



 

 

 

 

 

 

 

「五、工事計画」の一部補正 



 

-1- 

「五、工事計画」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

‐2‐ 

 

 

 

 

 

 

下 1 行 

 

 

本変更については工事を

要しない。 

 

本変更に伴う工事計画は

別紙３のとおりである。 

  



 

 

 

 

 

 

 

別紙２（本文）の一部補正 



 

-1- 

別紙２（本文）を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

- 29 - 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

上 7 行～ 

上 9 行 

 

 

 

予期せぬ有毒ガスの発

生においても、運転員（当

直員）及び緊急時対策本

部要員  に対して配備

した防護具を着用するこ

とにより、事故対策に必

要な各種の指示・操作を

行うことができるよう手

順と体制を整備する。 
 

 

 
予期せぬ有毒ガスの発

生においても、運転員（当

直員）及び緊急時対策本

部要員のうち初動対応を

行う者に対して配備した

防護具を着用することに

より、事故対策に必要な

各種の指示・操作を行う

ことができるよう手順と

体制を整備する。 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

別紙３（工事計画）の一部補正 



 

-1- 

別紙３（工事計画）を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

‐30‐ 

の次頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記載追加） 

 

別紙 1 を追加する。 

  



 

-2- 

別紙３ 
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添付書類目次の一部補正 



 

-1- 

添付書類目次を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

‐32‐ 

 

 

 

 

 

 

‐33‐ 

 

 

上 14 行 

 

 

下 14 行 

 

下 11 行 

 

上 5 行～ 

上 6 行 

 

 

下 6 行～ 

下 5 行 

 

変更に伴う資金及び調

達計画は必要としない。 

 

別添１に示すとおり。 

 

別添２に示すとおり。 

 

別添３に示すとおり。 

別添３に示す記載内容

以外は･･･ 

 

別添４に示すとおり。 

別添４に示す記載内容

以外は･･･ 

 

 

 別添１に示すとおり。 

 

 

別添２に示すとおり。 

 

別添３に示すとおり。 

 

別添４に示すとおり。 

別添４に示す記載内容

以外は･･･ 

 

別添５に示すとおり。 

別添５に示す記載内容

以外は･･･ 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

添付書類三の一部補正 



 

3-1 

添付書類三を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

‐33‐ 

の次頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記載追加） 

 

別紙 3-1 を追加する。 

  



 

3-2 

別添１ 

 

添  付  書  類  三 

変更の工事に要する資金の額及び調達計画を記載した書類 

 

１．変更の工事に要する資金の額 

本変更に係る有毒ガス防護対策に係る工事（３号炉及び４号炉）に要する資金

は、合計約０．６億円である。 

 

２．変更の工事に要する資金の調達計画 

変更の工事に要する資金については、自己資金、社債及び借入金により調達し

た。 

 

 

別紙 3-1 



 

 

 

 

 

 

 

添付書類四の一部補正 



 

4-1 

添付書類四を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

4-1 

 

 

上 1 行 

 

別添１ 
 

別添２ 

  



 

 

 

 

 

 

 

添付書類五の一部補正 



 

5-1 

添付書類五を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

5-1 

 

 

上 1 行 

 

別添２ 
 

別添３ 

  



 

 

 

 

 

 

 

添付書類八の一部補正 



 

8-目-1 

添付書類八を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

8-目-1 

 

 

上 1 行 

 

別添３ 
 

別添４ 

  



 

 

 

 

 

 

 

添付書類十の一部補正 



 

10-目-1 

添付書類十を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

10-目-1 

 

 

上 1 行 

 

別添４ 
 
別添５ 

 



 

10-5-1 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

10-5-7 

 

 

下 6 行～ 

下 4 行 

 

 

予期せぬ有毒ガスの発

生においても、運転員（当

直員）及び緊急時対策本

部要員  に対して配備

した防護具を着用するこ

とにより、事故対策に必

要な各種の指示・操作を

行うことができるよう手

順と体制を整備する。 
 

 
予期せぬ有毒ガスの発

生においても、運転員（当

直員）及び緊急時対策本

部要員のうち初動対応を

行う者に対して配備した

防護具を着用することに

より、事故対策に必要な

各種の指示・操作を行う

ことができるよう手順と

体制を整備する。 
 

 




